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 みんなとともに笑顔いっぱい － 創立百周年 その先の未来へ みんなとともにスマイルミッション －

 

 

 

   
 いよいよ１０月２７日（日）の「学習発表会」が近付いてきました。子どもたちは、「百周年」と 
いう記念の年の発表に向けて、日々練習をがんばっています。どうぞ楽しみにしていてください。た 
くさんの皆様の来校をお待ちしています。（先週は、全国の校長の研究協議会が秋田市であり、水・ 
木・金と学校を留守にしました。「勉強してきたこと」を今後の学校経営に生かしていきます。） 
 
 

台風１９号の影響で被害にあわれた皆様に お見舞い申し上げます。 
 
 １０月１２日（金）から１３日（土）にかけての台風の影響で、浸水による 

被害が学区内にもありました。本校でも、荒川の水位が上昇し水門を閉じたた 

めに、１階部分に水が入るなどの影響がありました。幸いにも影響は最小限に 

留まり、通常どおりに学校生活を送ることができています。大変遅くなりまし 

たが、改めて今回被害にあわれました皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

 さて、今回、郷野目地下歩道が浸水したとの情報が入り、現地を確認しまし 

た。その後、「安全安心メール」で「通学路の安全確認」と「必要に応じての 

通学路の変更」についてお願いしました。そのような中、連休明けの１５日 

（火）の朝に郷野目地下歩道へ行ってみると、交通対策協議会の郷野目地区の 

方々が集まっていて、子どもたちの誘導について打合せをしていました。お陰 

様で、郷野目方面の通学路を一部変更し、子どもたちを円滑に誘導していただ 

きました。「学校は地区の皆様に支えられて成り立っていること」を実感した 

次第です。 

 既にお伝えしたように、郷野目地下歩道の通行は再開されています。ただ、 

従来の蛍光灯が使えず、仮設の電気で代替していました。多少暗いようですの 

で、通行時には十分に注意するよう学校でも子どもたちに指導を行いました。 

 まだまだ通常の状態には戻っていませんが、被害にあわれた皆様が一日も早 

く「いつもの生活」に戻ることができるよう祈っています。 
 
【浸水後の郷野目地下歩道】             【排水後の郷野目地下歩道】 
 
 
 
 
                
 
 
 
 
 
 
【通学路一部変更時の登校の様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【南校舎１階の被害】 


